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国際知財シンポジウム２０２４ 

仮想事例（特許庁パート） 

 

Ⅰ 本件特許の特許請求の範囲（請求項１） 

Ａ 収容された食材を電子レンジで加熱可能な保存容器に用いられる蓋体で

あって、 

Ｂ 収容空間を形成する容器本体の開口を覆う部分であって、貫通孔が形成

された天板部と、 

Ｃ 前記天板部の外周に設けられた部分であって、前記容器本体における前

記開口を形成する上縁部に装着可能に構成された装着部と、 

Ｄ 前記天板部に対して回動するように弾性変形可能に設けられた部分であ

って、前記貫通孔を閉塞可能な突起を有するフラップ部と、 

 を備え、 

Ｅ 前記フラップ部は、自然状態では前記突起が前記貫通孔から離間し、前記

貫通孔の閉塞状態が前記突起によって維持されるように構成され、 

Ｆ 前記貫通孔は、前記蓋体の平面視において前記フラップ部の基端部より

も外側に形成されている、 

G 蓋体。 
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Ⅱ 本件明細書 

【発明の詳細な説明】 

【技術分野】 

【０００１】 

 本開示は、収容された食材を電子レンジで加熱可能な保存容器に関する。 

【背景技術】 

【０００２】 

 食材を収容して冷蔵庫で保存することに加え、収容された食材をそのまま

電子レンジで加熱することが可能な保存容器が知られている。 

【０００３】 

 図５に示す従来技術の保存容器７は、収容空間を形成する容器本体８と、容

器本体８に装着可能に構成された蓋体９と、を備える。 

【０００４】 

 蓋体９は、図６にも示すように、天板部９１と、装着部９２と、フラップ部

９３と、を備える。なお、天板部９１、装着部９２及びフラップ部９３は、プ

ラスチックで一体的に成型されている。 

【０００５】 

 天板部９１は、容器本体８の開口を覆う概略長方形の板状の部分である。天

板部９１には、電子レンジでの加熱による保存容器７内の圧力の過剰な上昇

を抑えるための貫通孔９１１が形成されている。 

【０００６】 

 装着部９２は、天板部９１の外周に設けられた部分である。装着部９２は、

容器本体８における開口を形成する上縁部に装着可能に構成されている。 

【０００７】 

 フラップ部９３は、装着部９２の縁部から延びるように形成された板状の

部分である。フラップ部９３は、貫通孔９１１を閉塞可能な突起９３１を有す

る。 

【０００８】 

 図７Ａに示すように、フラップ部９３は、外力の加わっていない状態である

自然状態では、突起９３１が貫通孔９１１から離間するように位置する。 

【０００９】 

 図７Ｂに示すように、ユーザがフラップ部９３を弾性変形させて突起９３
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１を貫通孔９１１に嵌合させると、貫通孔９１１が閉塞状態になる。また、こ

の状態では、元の形状に戻ろうとするフラップ部９３の弾性力に反して突起

９３１が貫通孔９１１に固定される。このため、ユーザにより貫通孔９１１か

ら突起９３１が外されるまで、貫通孔９１１の閉塞状態が維持される。 

【発明の概要】 

【発明が解決しようとする課題】 

【００１０】 

 従来技術の保存容器７の蓋体９は、成型のしやすさなどの理由から、フラッ

プ部９３の根元の部分である基端部９３ａが装着部９２の縁部に位置するよ

うに構成されている。このため、蓋体９の平面視において、フラップ部９３の

基端部９３ａは貫通孔９１１よりも外側に位置する。なお、蓋体９の平面視に

おいて、外側とは蓋体の中心から遠い方を意味する。 

【００１１】 

 保存容器７に収容された食材を電子レンジで加熱した後、保存容器７内に

溜まった余分な水分だけを取り除きたい場合がある。しかしながら、従来技術

の保存容器７は、図８に示すように貫通孔９１１から水分を排出させるため

に傾けると、フラップ部９３が貫通孔９１１の下方に位置するため、貫通孔９

１１から排出された水分がフラップ部に当たって飛び散ってしまうという問

題があった。 

【００１２】 

 本開示の一局面は、貫通孔から排出した水分がフラップ部に当たらないよ

うにすることのできる蓋体を提供することにある。 

【課題を解決するための手段】 

【００１３】 

 本開示の一態様は、収容された食材を電子レンジで加熱可能な保存容器に

用いられる蓋体である。蓋体は、天板部と、装着部と、フラップ部と、を備え

る。天板部は、収容空間を形成する容器本体の開口を覆う部分であって、貫通

孔が形成されている。装着部は、天板部の外周に設けられた部分であって、容

器本体における開口を形成する上縁部に装着可能に構成されている。フラッ

プ部は、天板部に対して回動するように弾性変形可能に設けられた部分であ

って、貫通孔を閉塞可能な突起を有する。フラップ部は、自然状態では突起が

貫通孔から離間し、貫通孔の閉塞状態が突起によって維持されるように構成
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されている。貫通孔は、蓋体の平面視においてフラップ部の基端部よりも外側

に形成されている。 

【００１４】 

 本開示によれば、貫通孔から排出した水分がフラップ部に当たらないよう

にすることのできる蓋体を提供することができる。 

【図面の簡単な説明】 

【００１５】 

【図１】実施形態の保存容器の斜視図。 

【図２】実施形態の保存容器の平面図。 

【図３Ａ】貫通孔が開放された状態における実施形態の蓋体の部分断面図。 

【図３Ｂ】貫通孔が閉塞された状態における実施形態の蓋体の部分断面図。 

【図４】実施形態の保存容器で貫通孔から水分を排出した状態を示す図。 

【図５】従来技術の保存容器の斜視図。 

【図６】従来技術の保存容器の平面図。 

【図７Ａ】貫通孔が開放された状態における従来技術の蓋体の部分断面図。 

【図７Ｂ】貫通孔が閉塞された状態における従来技術の蓋体の部分断面図。 

【図８】従来技術の保存容器で貫通孔から水分を排出した状態を示す図。 

【発明を実施するための形態】 

【００１６】 

 図１に示す実施形態の保存容器１は、容器本体２と、蓋体３と、を備える。

容器本体２及び蓋体３は、耐熱温度が－２０～１４０℃のプラスチック製で

ある。このため、ユーザは、保存容器１に食材を収容して冷蔵庫で保存するこ

とに加え、収容された食材をそのまま電子レンジで加熱することができる。 

【００１７】 

 容器本体２は、上面に開口が形成された概略直方体の箱状の部品である。容

器本体２は、食材を収容するための収容空間を形成する。 

【００１８】 

 蓋体３は、容器本体２に装着可能に構成されている。蓋体３は、図２にも示

すように、天板部３１と、装着部３２と、フラップ部３３と、を備える。なお、

天板部３１、装着部３２及びフラップ部３３は、プラスチックで一体的に成型

されている。 

【００１９】 
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 天板部３１は、容器本体２の開口を覆う概略長方形の板状の部分である。天

板部３１には、電子レンジでの加熱による保存容器１内の圧力の過剰な上昇

を抑えるための貫通孔３１１が形成されている。貫通孔３１１は、天板部３１

における隅（装着部３２の近傍位置）に１つ形成されている。貫通孔３１１は、

保存容器１内の水分をスムーズに排出することができ、かつ、保存容器１内の

食材の排出を阻止することができるような大きさに設計されている。貫通孔

３１１が円形の場合、その直径は１０～２０ｍｍの範囲内であることが好ま

しい。 

【００２０】 

 装着部３２は、天板部３１の外周に設けられた部分である。装着部３２は、

容器本体２における開口を形成する上縁部に装着可能に構成されている。保

存容器１は、蓋体３の装着により密閉される。 

【００２１】 

 フラップ部３３は、天板部３１の上面から延びるように形成され、天板部３

１に対して回動するように弾性変形可能に設けられた板状の部分である。具

体的には、フラップ部３３は、蓋体３の平面視において、貫通孔３１１がフラ

ップ部３３の基端部３３ａよりも外側となる位置に設けられている。フラッ

プ部３３は、貫通孔３１１を閉塞可能な突起３３１を有する。 

【００２２】 

 図３Ａに示すように、フラップ部３３は、外力の加わっていない状態である

自然状態では、突起３３１が貫通孔３１１から離間するように位置する。 

【００２３】 

 図３Ｂに示すように、ユーザがフラップ部３３を下方へ回動するように弾

性変形させて突起３３１を貫通孔３１１に嵌合させると、貫通孔３１１が閉

塞状態になる。また、この状態では、元の形状に戻ろうとするフラップ部３３

の弾性力に反して突起３３１が貫通孔３１１に固定される。このため、ユーザ

により貫通孔３１１から突起３３１が外されるまで、貫通孔３１１の閉塞状

態が維持される。 

【００２４】 

 本実施形態の保存容器１によれば、ユーザは、保存容器１内に溜まった余分

な水分だけを取り除きたい場合に、図４に示すように、フラップ部３３に当た

らないように貫通孔３１１から水分を排出することができる。 
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以上 


